彼 は 二、 三日 前、 総司令部 からこの 日 ニコライ 太 公 

が、 戦線からの 帰途 この 病院 を訪 うて、 サン. ジョル 

ジ ェ 十字 勲章 を 彼に 与える という 通知 を 受けて いた。 

その 勲章に は 三百 ル— ブルの 年金が 付いていた。 彼 は 

この 名誉と 年金と を もって、 元の 大学生 生活に かえろ 

うと 思って いた。 そして 静かな、 煩わされない 生活 

を 楽しもうと 思って いた。 

サン. ジョ ルジェ 十字 勲章に、 彼 は 十分に 相当して 

いた。 「勇士 イワ ノウ イッチの 五つの 英雄的 行動」 と 

いったよ うな 話 は、 戦場 美談と して、 広く 流布され て 

いた。 この 病院に 来る 特志 看護婦 や、 いろいろな 団体 



響いた かと 思う と、 大きい ダシ コ フの 身体が よろよろ 

と 室内に 転げ込んだ まま、 激しい 音 を させながら、 そ 

こに、 へたばって しまった。 そしてす ぐ それ を 追うよ 

ま つ さお 

うに、 これ も よろよろ とした イワ ノウ イッチの 蒼白な 

顔が 現れた。 イワ ノウ イッチ は、 しばらく は、 ダシコ 

フ のびく びくす る 四肢 を、 見つめながら 茫然と 立って 

いた。 ダシ コフの 上着に ついた 血のに じみが、 みるみ 

るう ちに 大きく 広がって いく、 蒼白に 変って いく 大尉 

の 顔 を 見て いると、 深い 悔恨が、 だんだん イワ ノウ イツ 

チの心 を 蝕んで いった。 

イワ ノウ イッチ は、 每 K の ほかに は 何物 もない よう 



よってす ベて を 忘れ、 すべて を 償おうと 彼 は 思った の 

である。 

ワルシャワから コヴノ に 退却す るまでに 起った 露 軍 

の 奇跡 は、 勇士 イワ ノウ イッチの 五つの 勲功で ある。 

その 頃の、 ルス コ エロ ー 紙 は、 彼に ついて こんな 記 

事 を 掲げて いた。 「陸軍 士官候補生 イワ ノウ イッチ は、 

人間と して 現しうる 極度の 勇気 を 発揮した。 彼 は 五 回、 

斥候と して あらゆる 危険 を 冒し、 露 軍の 重砲が 敵手に 

陥る を 防ぎ、 五 人の 負傷せ る 戦友 を援け 帰った。 彼 は 

いかなる 場合に も 死 を 顧慮せ ず、 否、 ほとんど 死に 向つ 

て吶喊 せんとす るが) J とき 行動 を 現す ことしば しばな 



た。 彼 は 自殺の 短銃 を 独 軍の 砲弾に する つもりで あつ 

た。 が、 その 砲弾 は、 はなはだ 頼りの ない 凶器で あつ 

た。 彼 は、 自ら 死 を 追った。 が、 死 は 容易に 彼の 要求 

を、 許さなかった ので ある。 

そのうちに、 彼の 死 場所が、 とうとう 得られた と 思つ 

た。 独 軍に 圧迫され た 露 軍 は、 ヴ イス ヮの 戦線 を 追わ 

れ、 湾曲した 線 をな しながら、 だんだん 露国の 内地に 

退却して 行った。 コヴノ の 要塞に もう 二十 マイルと い 

う 地点に 接近した 時であった。 彼の 大隊 は、 ライ麦の 

黄色く 実った 丘の 上に、 夜営 を 張った。 その 丘の 六 百 

ひのき 

メ ） ^ル ばかり 右に も 檜 のま ばらに 生えて いるもう 



ていたの である。 

快い 朝で ある。 

新しい 軍服 を 着た イワ ノウ イッチ は、 いま 揚々 とし 

て 病院の 廊下 を 歩いて いる。 すべてが 巧く いった。 彼 

は、 こうした 満足ら しい 心 持し か 心に なかった。 

「やっぱり、 ダ シコゥ が、 俺に 勲章 を くれた ことにな 

る」 彼 はまた こう 繰り返した。 そして、 彼 は その 皮肉 

を 苦笑した。 が、 そんな 回想 は、 今日、 ニコライ 太 公 

よろこ 

から サン . ジ ョ ルジ ェ 勲章 を 貰う 欣 び を 少しで も 傷 

つける もので はない。 
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